
校長 唐仁原 宏樹

新学期が始まり、1か月半が過ぎました。子供たちも新しい学年・学級に慣れ、授

業に主体的に臨む姿や昼休みに元気に遊ぶ姿、委員会活動や朝のボランティア活動に励

む姿などが見られます。１年生の子供たちもはじめは不安そうな感じもありましたが、

６年生の朝の時間や給食の準備の手助けを受けながら、小学校の生活に慣れ、徐々に本

来の活発な姿も見られるようになってきました。今は、種から芽を出した朝顔の双葉の

数を数えたり水をかけたりして一生懸命お世話を頑張って

います。５年生は、鹿児島市立少年自然の家での集団宿泊

学習に向けて準備を進めてきました。家庭や学校を離れて

の集団生活や野外活動などを通して、自ら考えて実践する

態度や協力し合う態度などを養ってもらいたいです。

子供たちのこれからの成長が楽しみです。

５月15日（金）の３校時に１年生を迎え

る会を行いました。学校生活に慣れてきた１

年生を２年生以上の子供たちが温かく迎えて

くれました。西紫原小学校の紹介や出し物な

ど集会委員会の子供たちが上手に会を進め、

楽しいひとときを過ごすことができました。

途中、西紫原小のシンボルであるニシバン

ボシが登場するとわーっと大歓声が上がり、

みんなの気持ちが最高潮に達し、笑顔いっぱ

いで会を終えることができました。

５月９日（土）の朝の光景です。おやじの
会の皆さんがあいさつ運動をしてくださって
いる中、次々と子供たちが登校してきます。
正門を通るとなんとニシバンボシが出迎え

てくれます。子供たちは、「ニシバンボシだ
～！」と駆け寄り、ハイタッチをしたり、じ
ゃんけんをしたりしてニシバンボシと交流を
深めています。平成25年２月５日に誕生した
ニシバンボシ。みんなから愛されている西紫
原小のマスコットキャラクターに子供たちは
いつも元気をもらっています。




